（別紙　②）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
院生プロジェクト講師謝礼等申請書
先端総合学術研究科長　殿
教員責任者　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
       研究代表者   　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   携帯電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　   　      メールアドレス  　　　　　　　　　　　　　   
①講師について　
	フリガナ
	

	氏名
	

	現住所
	〒　
【勤務先ではなく講師の居住地の住所】　

	所属機関・職位
	所属機関：　　　　　　　　　　　　職位：　

	本学での職位
	□無　□有（有の場合：　　　　　　　　　　　　　□前期　□後期）


②研究会企画について
	院生プロジェクト名称
	「院生プロジェクト企画助成金交付申請書」で届け出た名称

	開催日時
	

	講演会等テーマ
	

	場　所
	

	使用備品*注1
	□ＯＨＣ　　□スライドプロジェクター　　□プロジェクター
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


3 謝礼・交通費*注2・宿泊費*注3
	謝金額：　　　　　　　　　　　　　円　･･･①（手取り額）
交通費：　　　　　　　　　　　　　円　･･･②
宿泊費：　　　　　　　　　　　　　円　･･･③
合　計：　　　　　　　　　　　　　円　①+②+③
支払額：　　　　　　　　　　　　　円（源泉額　　　　　　円）
	※支払額（源泉徴収上乗せ額）計算方法
（1 +②+③）÷ 0.8979
＝支払額
（1円未満切捨て）


（先端総合学術研究科教授会　20　　年　　月　　日　承認）
＜注意事項について＞
注1　
備品使用については、別途事務室にて予約を行うこと
注2　交通費

交通費実費を支給する。但し、起着点等については下記のとおりとする。

報告者の住所地の最寄り駅からJR京都駅までの往復交通費（経済的かつ合理的な経路で
ある場合は、JR以外の私鉄等の利用も可能。その際の京都市内における最寄り駅は京阪線
三条駅阪急線西院駅とする。）とする。
鉄道旅費については、インターネットの路線情報など運賃が記載された経路情報を印刷し、

本書類と合わせ提出すること。
最寄り駅からキャンパスまでの市内交通費支給は公共交通機関利用による交通実費（京都市バス往復460円）を支給する。

注3  宿泊費

1泊につき12,000円を上限とした宿泊費の執行を行なうことができる（本学旅費規程に準じる）。
【講師が複数の場合は２人目以降について①の情報を記した別紙を添付のこと】








